
林業労働安全に関する試験
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1.試戦担当者

横械化部,僞科作栾希1研究笙 辻降道,淒部庄三捧,石井邦奁

2•試戦目的

林浪労働の災曾防止に対する板5貞.料を宙も。

3.轼験の経過とえられた成果

I災害の分析

災害訥在の目的^ ,災害在起す原因となった危筷な狄號3および行動を発見し,今後同棲冋 

烦向の災書が再び発生しないようKするり,水その巨的である。したがって,調査に当っては 

jI祁:を・明するため,迅誅に行なわれる必疫がある。•迅速を欠けは發料の做逸,琪紹者の紀憶 

洩退などによって責电馈および我•相が:聞央となり災害の再発防止対策iま浮び上ってこな 

い。

災專訓噓は,；tすその原闵の把握が目的であるから,桶々の面から考察することが必要で 

ある。災害が起ラた屬合,その災害要憲として考えられるものは,その中故の原因,經過, 

結采等の条件や状況,状旗導であり,これを・追求していく手屈として

Wh0 <淮が)氏名,性^,生年月日,住所,入署年月日,喚年数,楸称,啲珞状愈, 

鮭成状頰,绿站の状況,通勤做,性格,知能,既往災害。

Wh c r e くどこで)破塊伏態,作狀位曜

W"式(いつ頃)災啓発主年月日,啾H ,時分,出勤後経過時間,当日の天候,気温。 

印いハ(何で)加害物件(機械,器具,工具,原料;材料)。

Why (なぜ)原因(心理!学的,叢身共,安全装世,安全規律)〇

H。我(いか也して)作業方法,,偈然,第三当,安金装砲の状況,傷害の程度。

の願となってくる。このmjic«いて「何で」「なぜ」「いかにして」の項について考えられ 

る災害要素んして図1‘を参照して賊さたいR

⑴盛肉物

災害発生に直接的な肉迷性の存在していたと認められる実在物をいう。(負傷はどの機 

械,工具,海設等心酷も密接に幽連性があったか,その対象物としての夹在物ということ

になる)。

⑵不安全状態
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起因物の不安全な状態をさすもので,起幽Jが泓故発生の可能性を右する状・麒をいう〇

⑶不安全行為 ’

その安為が事故誘発の可能性を有する行為をいう。

(4) 争故の型

爭故の型とは負傷者と実在物との接际のしかたをいう。

(5) 不安全な人的要素

ある不安全行為を起した人の不蝕全な稍ぞ阮,または肉体的喫索,または状態をいうV
⑹傷害の型

災害により人体が損傷または機能の喪失状況をいう〇

⑺加害の部位,程度

(8)加害物

人に縄害を与えたる突在物をいう。

-2 56-

これらの以求况図のように咽«性を持っているので,これらも％釘［人れて,混.進めて 

行く必妾が.代る。要は调査・果に基づいて災容汚止対K必寿弓にW&-CきXければならない 

ことである。

第・同づ炸式・こしたのが災害粉後告,昨である。国占弥Kおいては安全管理規程により 

公務批皆混告出の噪式が決められてい5〇

われわれはこの眼吿宙に基づいて災書分析を行なったび,災害発生状況俗よび京因の横に 

ついて,その喚び多侦多様であり分析に非常に苦労した。これなども啓く演序やその項目 

を明らかにしておくことが必浅であり,またそれがなければ災害防止のための対策もたて静 

ないであろ5 〇

災害統計は災幣の調査姑果を荃跪;こして作成されたもので,災皆防止対策の药礎資料とし 

て役立つものでなければならない。

桔局は災害の減少を目的としている〃>て•あり,災喪詔査の結果が正確でなければ技計も信 

用ならないといえる。

災害統村の恤類にはいろいろと考えられる。大きく分けて全体の倾向をみるような安全行 

政而で活用するものと,各泉桨屬において維設や人的面の不安全状.賴た柔統的に分析し,真 

に災’占防止に役立たせるために深く突込んだ統計などがある。

昭和4 0年度は,昭和5 8年変における国有林野少業における公務災苫ばっいて,昭和や 

午5月公苗災害分析報吿書とともに,下記のような表にまとめて林野庁へ報吿した。

①扱告出 公務災害分析

@統計表

様式!•勤続年放別,年令階枯別,刃细U災書件数(88枚)

様式2.定貝内外別,届用区分別,ならびに绍金支払形態别災害件数(8 8枚)

様式&災害程度別,部位別,傷病名別災害件数(8 8枚)

様式4.作業行®j別(要素作業別)災害発生状況(59枚)

様式:5.災容発生経過の分散(15 6枚)

様式6.受災時の便用機械•器具等の翎表(11〇枚)

棣式:7.加咨物件謂表(11〇枚)

(注)各様式とも従事作業(6 84M)ごとに分類集計してある。

朋和41年度においては,われわれの研究室において,弓院き災吿の発生状況を発生要因 

時刻,年令,作業などの面から分析を弓|続いて行ない,また労勸科学的な面からの検討も湃
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•せ行なつC ,その結架を別励のよう尤昭邛い 年1〇月第2 5问全除巳英安个:大会できっし

た(巻末必編料参照)。 ・

この別刷の中に示した表の内容はその須目の・な4のについて述べたしのである。各ミ・ 

作案別に分析した詳掴な设料は相当活に逹するので・.股縫糸,计我を洌茂として脂けして,ハ、 

た。

•第1表 年金階別にみた綱病名,受災部位の状況

弟2表 年令隋別にみた発生時刻,休憩琰の註退時間別の発生状況

用3表 年钥甫別の災害程度の状況

斑4表侈病名別の災害程度の状況

第5表 受災時の使用槻诙,溶具弁よび加害物件

笫6爽発生姉国の要因分析

弟7表身休動作の発生経過の波因分析

•以上であるか,参考として「月別の発生時刻誡」「月別・休寇｛後の経秘時間別綢」もあ" 

してある。なお別刷の砰条料の内容をよく細くみようとする馬合はこりらの妥をあ照して 

いただ琶たい。

縁労働災害の中で,幾も•多い屍生妾因は第6表にみられるよ5に,1次要因は「足」に 

関係する疫因で,その中でも『足がすべる」が理も多く金災害件敌0.12 8件の内8 7 〇件 

と21%の多きを占めている。このこんについて細かく分析したのが次の表(1L⑻である。

木整形な急斜地の足場の悪い所で,長くて页い材木を取扱5作業,労働強建が比較的高い 

作業,翊作漿の多い作業が主で&る林業であqてし,「足がすべる」という1次の発生％ 

因が全体の21あを占めていることは注且を要するところであ・り,将来これらの条件をどの 

はうにして克服し,災害を少なくい”、くかか如及な諜題の一つでもある。

ここで各友について若干の視明を加えておく。

(1»月別祀みた場合

件iH3 7 〇代対して6月〜1〇月までの間が濫<1〇〜14.] 3%,平均して12为と 

なっている。堂た全災害件数に対する割合(A/B)Tjも,「足がすべる」の災害が5〜 

!〇月の価を多く 21务を超えている。都楽開始ととも祐夏,秋の圾盛期に多くなづてい 

るか,これはこの期間中心Sける弟業斌が多いということにも関係・あるだろう〇,

⑵年令階別忙みた场含 ^

件数8 7 〇に対・して18〜3 7才・までの間に多く,tか間で5 5.7 5 %を占めている。
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此・ —のは因分析で廢も多い耳耳でへる「崖がすべる」について•〇分析

⑴月 別

月別 腿A) 比 軍
鈕跳 
生政B) A/B 1

% %
4 40 4.59 2 1 〇 1 9.0
5 87 1 0.0 0 549 2 4.9

6 105 1 2.0 7 4 78 2 1.9

7 11 6 1 5.5 4 550 2 1.0

8 123 1 4.1 5 555 22.1

9 99 1138 434 2 0.4

10 J 08 1 2.4 2 456 2 5.6

11 7 1 8.1 6 5 58 1 9.8

1 2 5 4 5.9 1 231 1 4.7

1 2 7 3.1 〇 159 19.4

2 30 5.4 5 1 57 121

5 30 5.4 5 161 1 8.6

計 870 .1 0 0.0 0 4.1 28 2 1.0

⑵年令階別

年令階丨件価A)
比 峯

生数(R) A/H

〜17 64
%

Z55 262
%

2 4.4

18 〜22 92 1 0.58 423 2 1.7
23^27 1 08 1 2.41 585 18.4
28-52 146 1 6.7 8 707 2 0.6
33-37 1 39 1 5.9 8 664 2 0.9

38-42 84 9.65 41 4 2 02

43〜47 80 220 391 2 0.4
48～ 52 71 8.1 6 5 1 5 2 2.5
55-57 4 8 5.5 2 I 95

II 9
2 4.6

58～62 3 5 5.7 9 2Z7

63 〜71 4 0.4 6 42 9.5

72〜 1 0.1 2 11 9.0
BI- 870 1 0 0.0 0 4,1 28 2 1.0

⑶曜年喚

写漸年:欲 件约& 比 率
^3^ 
生浏B) A/B

〜5 487
%

5 5.9 7 2.1 31
%

2 2.8

4 ～ 6 92 1 0.53 445 2 07

7～ 9 48 551 500 1 6.0

10～ 12 79 $>08 449 1Z5

15 〜15 45 5.1 8 249 1 8.0

16 〜I8 52 59 7 227 2 2.9

19 — 21 28 5.2 2 1 27 2 2.0

22 〜21 22 2.5 5 85 2 65

25 〜27 6 0.6 9 41 1 4.6

28 〜30 6 0.6 9 34 1 7.6

31〜55 2 0.2 5 1 5 15.5

34 〜36 1 0.1 2 1 5 7.6

57 〜39 1 tt11 3 1 2.5

如～ 1 0.1 2 8 1 2.5

針 870 1 0 0.0 0 4.1 2 8 2 1.0
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(•1)発生時刻別

允生峙刻 件数(A) 比 寧
^56 
生数(B)

11 *1
A/B

6,0濒 名 1 %

6,K)m 1

63 g 2 0.22 7 2 8.5

zoo- 2 0.2 5 2 4 8.5

Z3 0~ 1 〇 1-1 5 48 2 0.8

8.00～ 22 2.5 3 92 2 3.9

3.3 〇〜 22 2.53 154 1 6.4

20〇- 39 4.4 3 215 1 8.5

23g 57 6.5 6 291 125

1 aoo- 65 7.4 7 501 2 1.5

1 03 Q- 61 Z01 515 194

11.00- 1 00 11.4 9 400 2 5.0

1 1.3 〇- 65 Z47 278 2 3.3

1 2.0 〇- 9 1.0 4 34 2 6.4

1 23 〇- 1 〇 11 5 43 2 5.2

1 3.0 〇- 28 5.2 2 1 52 2 1.2

1 5.5 〇- 29 5.5 5 163 1 7.7

1 4.。 0- 51 5.8 6 248 2 05

1 4.3 〇- 49 5.6 3 243 2 0.1

1 5.0 〇- 47 5,4 1 238 1 9.7

153 〇- 70 8.0 4 295 2 3.7

1 6.0 〇- 62 Z1 5 276 2 2.4

1 63 〇- 57 6.5 5 252 2 2.6

1 ZOO- 9 1.04 56 2 5.0

1 Z3〇- 2 0.2 3 1 7 11.7

1 8.0 〇- 2 0.23 6 5 5.5

1 8.5 〇- 21

不 明 21

計 870 1 0 0.0 0 4,1 2 3 2 1.0

(5) A病名別

傷病名 件敦A) 比 车 生浏B) A/B

%
4 0.4 5 59 1 02

45 5.1 8 212 212
1 76 2 0.2 5 716 2 4.5

8 0.92 44 1 8.1
51 5.56 125 2 4.8

1 58 1 5.86 7 02 1$>6
5 0.5 8 54
2 0.2 5 1 5 1 5.5

68 Z81 229 29.6
11 1.2 7 32 54.3

184 21.15 768 2 3.9
3 0.3 4 11 3
2 0.2 5 90
2 0.2 5 28

8
皮膚・ 29

3 0.3 5 1 4 2 1.4
1 87 2 149 798 23.4

その他 1 0.12 11 4 0.8
計 87 0 1 0 0.0 0 4,1 28 2 1.0

⑹災害部位別

災罟部位 件数㈤ 比 率
生麹B) A/B

頭 23 2.6 49 > 21 5 1 0.6^
眼 11 12 6 297

面 頸 2 5 2.8 8 253
背 22 2.53 11 9 1 8.4
胸 1 75 2 0.11 469 3 7.5

腰 妝 70 8.0 5 267 2 65
31 3.5 6 141 2 1.9

1 06 1 2.1 8 4 02 2 6.5
84 9.6 6 361 2 32

1 2 〇 1 5.7 9 614 1 9.5
1 71 1 9>6 6 82 1 2 0.8

32 3.6 8 1 58 2 02
全 身 9
不 明 2
計 87 0 1 0 0.0 〇 4.12 8 2 1.0
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(7)注夢作菜別

従 事 作 業 件故㈤ 比宰係) 全災吿発生故由) A/BC3)
げ 林 資 胡 1 9 2.1 8 1 〇 〇 1 9. 〇

地ごしらえ 人 カ

俄 械 刈

6 3

1 7

Z 2 4 

19 5
2 7 4
1 〇 4

2 2.9
1 6.5___

ffl 付 植 付 2 4 2.7 6 1 〇 1 2 3.7

下 刈 A 力

槻 械 刈

3 〇

2 6

92 0

2.9 9

2 7 4

9 4

2 9.1

2 Z6
つる切除!父 つる切除没 4 6 5.2 8 1 4 4 5 1.9
その他弛林 歩道修理 

種子衆琅 

倒木起し 

客虫防除 

防 火 線

2 〇

5
4

8

3

2.3 0

0.5 8

0-4 6

0.9 2

0.5 4

4 9

2 1

11

1 6

5

4 0.9

2 5.8

5 6.5

5 0.0

6 0.0
伐木造材 伐 例

造 材

4 1

6 5

4. 7 1
Z 4 8

1 9 4
4 I 〇

2 1.1
1 5.8

木寄せ 伐 開

引寄せ突落し

9

3 3

t 〇 3
3. 7 9

4 2

1 3 5

2 14

2 4.4
集材作業 

県物機準備

支障木切開 

索壑架斂 

樂機械修理 

ワイヤー扱い 

索機械獵去

5
2 7

1

8

0.5 8

5.I 〇

〇.1 2

0.9 2

2 9

1 5 6

3 5

1 2

3 3

1 Z 2

1 9. 8

2.8

2 4.2
集材機作業 倚 掛 け 

荷 外 し 

運 転 手

2 7

2 〇

1

3-1 〇

2.3 〇

0.11

1 7 9

9 1

2 6

1 5.0

2 19

5.8
索道巡材 索道迪材 5 0.3 5 2 2 1 5.6
トラクタ谗材

•

トラクタ作業

巡 柜 手

2
2

0.2 5

0.2 5

5 5

1 2

5.7

1 6,6
林鉄逕材

•

貨軍辩込 

貨車荷卸 

迎 転 手 

ト・リー

6

1

1

0.6 9

〇.11

〇.1 2

4 〇

9

2 〇

1 2

1 5.0

5.0

8. 5
トラック巡材. 積 込

荷 卸

迎 転 手

2 5

5

3

2.6 4

0.3 5

0.3 4

9 4

3 〇

1 7

2 4.4

1 0.0

1 Z 6
盤台作業 盤台作業 

燧台作設

2

11

0.2 3

1.2 7

9

2 8

2 2.2

5 9. 2
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従 擎 作 梁 件故(A) 比宰㈣ 全災害発生汾丹 AZBFo)

巻 立 巻 立 3 1 3.5 6 _______ 1_8 4 1 6.8

治山・ 土木 保 椒 1 5 17 2 7 8 1 9.2

土 工 1 5 17 5 1 〇 4 1 4.4

調 査 収 损 3 3 3. 7 9 8 9 3 Z 0

測 最 2 7 5.1 〇 9 7 2 Z 8

検 知 1 7 1 9 6 6 a 2 6.5

调 査 1 〇 11 5 2 8 5 5.7

検 査 2 0.2 3 1 5 1_登

事務用務 が務指導 1 3 1.4 9 3 2 4 0.6

監 督 3 0.3 5 11 2 7. 2

林産物引渡 5 0.5 7 1 〇 5 0.0

巡 視 2 0.2 3 1 〇 2 0.0

乗用車運松手 9

飲膜 ■>: 寧 9 1.0 3 5 4 1 6.6

小使 小 使 3 0.3 5 1 〇 3 0.0

雜 作 薬 旋 薪 炭 4 0.4 6 3 9 1 0.2

修羅出し 1 0.11 7 1 4.2

木馬・播出し 1 0.1 2 1 3 7. 6

布カ遜材 2 0.2 3 8 2 5.0

機 関 1 0.11 2 5 0.0

クレーン・!堕踌 5

発 您 機 1 4

建 築 4 0.4 6 1 5 2 6.6

製 材 8

洗 話 線 2 0.2 5 8 2 5.0

雜 作 業 1 4 1.6 1 6 6 2 12

物質運我 9 10 4 5 1 1 7.6

単 車 1 0.11 6 5 1.5

通 勤 3 6 4.1 4 1 5 8 2 6.0

ス キ ー 3 〇

破械修理 1 0.1 2 2 1 4. 7

計 8 7 0 1 0 0.0 4,1 2 8 2 1.0

-2 6 2—

•«)天 供

天 餃
|件救

比 率

%
时 5 9 1 4 4. 9 4

2 0 0 2 2.9 9

爾 1 〇 5 1 2.。 7

蓉 11 1.2 6

附後农 1 5 1.7 2

附淡雨 1 5 1.5 〇

健後附 6 0.6 9

线後雨 7 9 9. 0 8

ill後明 5 0.5 4

雨後煥 2 5 2.6 5

(前日)(当日)

靖 ・

W 雨

城 昉

は 雨

雨 附 8 0.9 2

甫 饗 1 0.11

濃 将 1 0.1 2

附後曾 1 0.11

雷後曇 1 0.1 2

後® 1 0.11

不・明 11 1.2 7

計: 8 7 0 1 0 0.0

このこい:年迎にお;ナろ;加冃岩枚の年令構成 

と対比しーニふなければならないが,この年代忙 

多い珅由はさだかでない。全災害件数に対する 

比(A/B )でろ布令・者の4 8～ 6 2オの間に 

多くなっていることは注目される。

⑶蹈^年跄IJにるた場合

件故8 ? 〇に対して建凝年数3年未満の者が 

5 6 %の・くを占めていることは,林業の待質 

をあらわしていると・号えられる。すなわち,一 

號工場と異なって作宾方法が複雑である点,符 

来,このクラスのf乍菜找に対する安全・思、想の普 

及は勿翁のこと,就底した安全作票の救育と訓 

裸が必要であるといえよう。

(4)発生時刻別田みた場合

件な:8 7 〇に対して,朔の始菜時からだんだ 

んと多くなり,昼休み後は低くなるが終荣時匕 

近くなるにつれて高くなっている <,午洵中は 

11時～11時5 0分の间が1以9 %で一番 

高く,午後は15時30分～16時までの間が 

高く 8.。 4%となっている。災害発生詩刻もこ 

の峙間带の前後に多いことを併せ考えると,休 

懲峙間の与え方も考える必疫があろうかと思わ 

れる。また一般に云われるような作業終了前の 

"気のゆるQとの関係もあるかもしれない。

(5)偽病名別にみた場^

件放8 7 〇に対して切創2 0.2 3 % , %・折21.15% ,打挨2 14 9%とこの3つが特 

に多い。全件•敖に対する比(A/B)でも多くなっている。

⑹災告部位别にみた揚合

件敬8 7 〇に对して1^2 0.11% ,足19. 6 6%が多い。全件数に对する比率(A/B)
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でも胸が3 7. 3 %と一多く ,足は2 0.3%となっている,,

(5),(6)に共通して云えることは,1次要演が「足がすべるj,2次业洲ケ「飼村・な落」 

と云うケースで発生しているのが林業の災害の,特徴であることな号える晴,これらの沸約 

名,災害部位の多いのは理解でさよう。

17)従小作業別にみた竭舍

件故8 7 〇に対して待«多いノ笑をみると,造林で共人力下刈2 2 9%,人カ地ごしら 

えZ2 4% ,除伐つる切5.2 8%となっていて,生建では造材Z 4 8%,伐例4. 71", 

巻立3.56%.,木寄せ3.79%となっている。址災害発生玫に対する比(A/ロ)でみ:, 

と生漫那斐に対してより,造林争菜の万が多いようにんらnる。生産が菜の场合比蛔 

一定の場所で作案rるのk対し,造林井菜の埸你よ大郎分・移動をともなう歩行作•菜が多い 

だけ;てこの補の災害が多いものと思われる。

(8)天成別田んた場合

従事した作業日の天安の削含を全災皆件数についてみないとわからないが,房・快の打 

より戒れの日が4 5 %の多くを占めていることは,天茨の悪い日より注:©力が足りないの 

ではないかと思われる。

以上「足かすべる」祀よって発生した災害を1次要因だけに限定して各項目ごとにみてき 

たが,前述したように悪い条件下での作業で,かつ大部分が歩行作業である林業にあって, 

これ公の条件を克昭して,いかに災害を少なくしていくかが重要な問蹈であろう。

2•教育訓裸

災害防止対策としての安全教育•別練•安全診新,作業捕準の作成などの実行はもとより, 

作某方法からの作業姿’勢,作桀玲間,休憩時間の与えガの研究,それに加えて複雜な林業の 

作菜形懇を単純(匕し,作渙を標站化していく會观方法を強めるととも在,作業員に対する安 

全作業の指導と弛糸を一層强化実行すろことが最も必菠なことである。

(I)作菜基準

現在,国有林で伽定されている作業基準は7秘に及んでいる。この中で曲和4 〇绯来の 

レイノー氏現象発現において,その対策の一貫としてのテスーンソー作楽の実遊調査か行 

なわれ,その防正対策としてチェーンソ一作業の褂検討の必婆性が高まり,なお朝樂材 

などの作業仕組から伐倒・造材の作業が分離して行なわれるようになったことから,昭和 

41年度に改正K律う諷査を行ない,昭和4 3年2月「伐木造財•作業基準」「チェーンソ 

ー牧扱要領」「ソーチェーン収诙耍領」についての改iE案を林野庁へ提出し,それが施行 
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された。•?らK玷而4 2年度に・:いて,嗥甘機作を廉洋刀改正ピとんなう調爽を行なった。 

作斐環境を艳俯し,その標準的な作業柴件下に・;ける作果万法を求め,これな教育脚j 

したF吉北,樣準的な能力史もつ作革若が普洒の努力で送行、できる作業時間ある'•、は作梁Jft 

を示すものを作業標MというのK对し,作業あ準は作英糅準をより共体的に我現し,作楽 

能率を髙め,純品の品曲を向上させるために,作・薫方法,作棄時間(作翼燧橈などを規酬 

したものである。作業槻準は現状の平均的なものよりや、理想をおりこんでいるのに対し 

て,作業基準は蚣の;ti危被を示したものて•おるだけに,作茉員として是非守らなければ 

ならないものであり,また指專殁督我よ植権的に教育指導して作笑員K守らせなければな 

らないものである。

作業基準の教育指導は署単位でいろいろと独自の計画のもとに行なわれているのが現状 

であるが,われわれの現池調於では良く微底に勉めている所では,・署および作栄3との連 

絡曲馮,すなわち人間関係が非常によくいっていて,災害の滅少も目立っているの|て対し 

—方では基準を与え放して,教育指却もやっていないところでは災害の減少も限界確なて 

いるようで,安全点検,安全,教炎会などの行爭ばかりが多くてその灿果はあがっていない 

ことが見受けられた。

⑵安全点検

安金点検は職場における危険性を発見して魁正することである。単网における危険性匕 

は物的而と人的面とが考えられる。妝的な而では,時が経つにつれて機械や施設に段々と 

破損や消耗が加わり,また工わIの変更などが行なわれる除果,その帳も案ってくるかU 

危険の糧度もだんだん加わってくる。このような不安全状態を発見足正するとともに,人 

的には促Hの気持の変化や分体の変化,あるいは物的面に対するその・逾応などに伴う不安 

全行為,危険な作楽方法を発見足正して災害の防止を推進することにその目的がある、 

安全点検の実恕を冽をもって示す。

〔度い例〕

メ業所は毎月1日を安全点検日と決め,点検項目Kより点検する。その結果;」・の方此 

報告し,署においては各現榻から出てきた点検表に基づき,共通間顯については安金委員 

会(署,組合の代表,各現場から1名の作梁母てより構成され,出署日に併｝催)で検的し 

その結果を現場W2流している。そして現場における処置・文誓でその都應報告させている 

なお,その他に岩が中心となり,毎月邸湊/2カ所位について安全点検を行なっている、 

この場合は作業員の意見も十分開くようにしている。また作業負は安全当番をきめ,作業



日誌を現場において毎日を点沒しており,•うる時期に主任が臨辺して,問公:■..‘こ 

おいて処理する。このように罟および現場との問•こおける意志の猊なお互いに陌诚ナる 

と共に適切な指示を与え,安全点検の効果をより一屈良いものにしていろ例であ6

〔悪い例〕

安全点検が一方的なやり万のようにうかがえる洌で,この営休岩は,溥械化営林却に巾 

定され,岩でも辭染員もその.匆播の上に立って作業が行なわれている所であろが,モラー 

ル舞を行なってみて安全に対する問題が序び上ったところである。モラール縄充の い.、 

安全に関する項目のみをこ、に倒として出した。その買問内容についての神点をみると, 

図2となる。
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図2

災害防止の努力や部下の洲陳への配殲などが低いこと,また软埸設備の問題点,必要器 

材の枪個なども低くなっている。反面,擦械化営林客として略設備の整備,機は設偏の 

跡あるいは手順や目標の明示,仕をの遅び方の適否などが多いことは当然であるか,そ 

れに伴う安全の問題や规敵の配慮などが作業貝の立場からすれば不濟があるようである。 

このような現埸からすれば,いくら安全点検を行なってみたところで,単に仕事として行 

なわれた従過ぎず,このことがたび・重なるとかえって痛われてくるという安全点涣のやり
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方の惑い例である“

⑶安全通性険査

囚“林における適性検査は沼利5 5年から本格的iz央施されたび,その目的には「国有 

林野事染の现縄に证邪する做Rの井抻災害を未然に防止して,鼎认ならびにその気族の稲 

祉網寄与するため,災幣防止上必菠な辩脸在搆する方途として,安登性検査を行なう§ 

のとする」となっている。

対象とする者は定員内および定員外狀員で,從・邪する作業は,4WSが」腱されている。 

検汽項目は,A体幣•体力,[J生理機能,C弋理機能となっていて,検査 

专果については「安全5®性検査判淀あ・表」に基づいて合冷,不合格の削定を行ない,涣 

连後の捂戯として敦項目の指示を与えている。実廉行なっている現場の意見としては.適 

性換査の価値•を紹めながらも,我紙判定のむづかしさ,辨後処理についての労務染情や安 

全対技の而からも,只•体的な笑行可能な摂り,たとえば耍注意者に対する.孜音方法などピ 

ついての要望が大きいのが現状のようである。さらに災害発生と適性険食には余り閏保が 

見出されないという意見も多かった。

「適性凝有は,特に,災害防止のためというよりは,一般採用検表と支らないようなも 

のである。国有林などの安全適性険査は,嗽補別に兼低身体検査および知能検査の基準を 

決めるだけのむのである。Jと瘤氏は汽っている。すなわち,適性紋"のみでは庭害跡 

止用のテストとしては不足であろうということが:考えられる。

衆近の災害譚査たおいて・作業位の性格調凭の結果の各型と群故の型と花関係があると 

いわれている。Y. Gテストについての行動科学研究所の研究によれば,各果団に存在す 

る作業试個々の性混愕性の分:布をY . Gテストの5つの性将タイプにあらわし,そのまゝ 

利用して図表化し,集団の性格符性を求めることができるとしている。このことなどは, 

国有林の現林ておけるセット方式単位:,あるいは造林における共同作業に対する集団の性 

格•特性を把掘することによって,安全対策に一つの方向性を見いだすことができよ5〇

またモラ～ル調査との関係,符昆回僚との関係から集団の性格特性う傾人の性格特性と 

同じように取り扱うことができることが明らかになったことなどから,適性険充,性格険

・モラール調査を倂せ行ない,多くの面から災害防止の処方斐をが、て安全力ウンセリ 

ンクとして活用することは,安全管理の面で意義が大きいといえよう。

以上,教育訓練に関述して作衆請準,安全戒検»適性険査などについての現状を述べたか, 

これらのことは災告防止の一つの手段として有効なものであるカ;,間敏とな〇た点を教育洲

-2 6 7 —



』しないことKは効果も望めない。

現在の林巣においては作業員に対する敎育洲Wの方策が徳立さはておら寸•此体的なもの 

がない。欧米続おいて工早くかろこの間孙:砌し実行されてEので,その例を示し参ど

Kする。

米国B"は各州独自の立朋で安全所斷要綱を作っている。その中の第1叫く,伽陳万 

法に対するT5的指湃として次の須目が:らげられて'■、る。

洲秋の必要性

訓塊の方法

河网の型

朗|練の計爾

淮が訓練すべきか

制練のようす

安全の电婆性

木材伐出安全計询

予備的な整伽が兩婆である。

その遂行方法

援 括

以上となっており,加!2部に安全規則,第3部に劫力鋸の予防的整備,第4部に火の用心

となっている。

内容において,安全洲協.

①一附一康で,一層安定し,T及清足した労働者

©1人当りおよび投作当り生衆の(2 0～5°%)増進

③生産貲の一層の低下

などの利点があることを強用しており,また再三の訓繆の必吸性代ついては「時が経つ«つ 

れて,もし仕事のやり方が点涣され,洗練され,改褥されなければ,不注;檢な習供が進んで 

しまうものである」と述べている。これなどは自己流の悪い習價を少しでも早く正規の基沌 

にそったものにしていくことの必要性をゆ型したものであろう。

ドイッ性おいては「森林労働者挨成規程」が作られ,それに・基づいて別表のような教課内 

容が示されている。訓練はこれに基づいて行なわX, 3回に分けて1•年生技8日間,？,3 

年生は］6日間となって,•、る’内容は“線および付唐している実胡工場および実雑林の3力 
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所で行なわれ,指.遅官は理力的な而と 网的な指導の面との両ー苫かTflヒなって行なわれて 

いる。

ドイツにおける祿は労働者学校の救時間削義

携毙および実堂?内客
1年生 2 年生 3 年生

榻内 
火的

現地 
実世 哄 場内

央沏
映 
夾習

塁内 
心

現地 
竺習

安全ぼついて

衰林の/雑について

育林用貝(実物を示して)

函木の収・股いと植栽方法

透林地の者入(除伐)作栗用只の紹 
介と実習

枝打の理險

旋合肥料の作り方

” 実習

疚林保鰻,单木伐做,大面秋保蹟!

幼令休促斉の原理

幼寿林の保被と獣告防止

X道修理作業用.貝を示して

簡址な仕邸

山火混の予防と消火について

ヤスリ掛け

作業用貝踰 ノコ,ヤスリ

伐木労働者の作業用具(入門)

斧と皮剝器の手入れ

作業用具について斧,手ノコ,伐 
木用具

作重技術ノコ,斧の使い方

丸太を澳ったトビ,木姻の扱い方を 
先生がやってみる

林窠槻械,集材機,!人用チェンソー 

休装敬愀取扱い入門(バルブ用材の 
堡材巡搬)

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

2

2

4

3

3

5

1

2

2

2

2

4

1

1

1

2

2

2

2

2

1

4

5

2

4

4

1

1

1

2

2

2

2

1

2

2

3

4

4



』痍および実??内容
L i_ 年生 2 年生 _旦 年生

詩菴
为内 
実習

姗
矣留

講義
場内
実習

現地 
灾を

灣錢
|綱内 
忏湃 暫

斧研ぎ 1 1

斧の柄作リ 6 6
達材用具集材•槻,ソリ,クサリ, 1
木狭 <

チ=ソソー各敏種別の説明 4 4
チェンソーの目立,刃のズ換,リベ つ 9
ソト打ち,刃の手入れ

同上実沏 2 2

!人用チ,・ンソーの故阪発見と修理 2 2

作業用具の灾謂 2 2

作業用具の点検返納 1 1 1

木取方法の擾念 2 1

専門的な計算 1 2 2

用材規格 1 2 1 1 2 1 1
燈鄭勢獄腿下)の林0 2 4 4 4

亥蘇獄??畑の岫’" 4 4

1人用チェンソーによる玉切作建 2 2
!人兜爲力宰ソーによる広•建朔•大径 2 2離お心"5

7 7

全祥材(ノ丸フ冴)を如上国叫作業 2 2

港•瘗翻筋鄉作業 2 4

特殊な集材機を使って小径木の集材. 2

九太の集材 2

避栽小屋の:立 4

応急手当 2 2 4 2

労劭拗約 2 2

犀砌啤金説明と労災保険 2 2

教えたことの全部の復習 4 4

策記瑟(計算と貿問に答えるば験) 2 2

口頭試問 2 2

映 而 2

動労奉仕 5 5
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以上ケ外闵におげる教册脚の倒であるが,れが国:こわいても,具休的な敦YTツ滁の在り 

万(万法などを速かに作り出す必妥びうろう〇

過去3年冏において国も•林野事英,［对ける林業労働災害の発生原氏,作終行助の人間工学 

的分析芥よび安全音司とのI醐について研究史巡めてざた。その研究成染土「林束労働安全 

な理と人間工学(P52 5 )」としてとりまと均公刊すると共に,林凝谢靜所における威R 

研修の梏淺に役立た•よている。

4.こもこの問題点

現空,安全の推進障体となっている各特作業基準の救育洲練を微底させるに当。て,作業基 

将の欠点(主に作業行劾についての:1略性)の分析と詞楝手法の確立が必要である。

昭.柚4 0年金から陷和4 2年度まで:。 3年間;こ災書防止,匚対する基礎資料を・得るための研究 

史泄めてきたが,上述した必要性に基づ・ , 334114 3年度以降も,特に各稲作業の人間工学 

的分析を中心に研究を枢続することになっている。

昭和4 5年度におけ・る研究計画は次の通り。

① 機械力の導入,作業方法の変化にともなう災害発生技況との関連

② 作業基準にある作業位行動規制について,人間工学的分析と作Y方法の旋立

③ 各作技員の性格とその適正および栗団におけるモラールとの関佩を求め,効果郎Jな訓糠手 

法の做立

〔公刊文献〕

° 作業见1研究室:昭和5 8年如こおける國右林野非楽における公務災害分析段告嘗, 

昭和41年3月 林野厅福利摩生疎へ提出

°辻 隆道 外1:林業労勘の災窖分析,昭和41年10月 第2 5回全国0球安全大会 

研究発表集

° 辻 隆道:林業労働安金管理と人問工学,昭和4 2年9月 宏林タイ八ス社
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参考資料

林業労働の災害分析

極披化斷球科作業第1研究室:辻 隆通,H井験

1•まえがき

われわれは昭和5 8年废国有林野串業における災害の発生状况を通因,時刻,年齢,作あな 

どの面からいろいろと分析を行なったので,その分析結架について述べるとと损て,労纖ネ片: 

的な面から若干の険肘を加えたのでそれらについこ発表する。

2.災害発生の分析結果

(イ)年給階別の傷病名・災害部位の状況

年齢階別｝て発生の多い5位までの頑にみると第1表のとおりである。

野外の足場の悪い場所での作業が大部分である林業の特徴がよくあらわれている。傷病で 

は皆折•打挨が全件数の5 Z 9% ,受災部位では足"腿が全件敌の5 4. 8 %の多くを占めて

-2 8 4—

いるC

(⑴ 年綿階別の花生峙yj •休强供の・确が瑚の発生状況

涉Hの助龍時間はg顷規則で定められているが,<]i&作案か集«!作桀かによって枷時間 

のとり方は画一的でないのが现状である。このような状賴の中で建生時刘・休憩後の軽通時 

間全みたのが舟2恐である。

第2炎 年統階別の発生時刻・休憩淡の楊a時間の発生扶況

年m別
発 生 時 刻 休憩後の経過時間

1 位 2 位 1 位 2 位・

1 2 8〜5 2

2 55—37

3 2 5〜2 7

4 18-22

5 3 8〜4 2

! 〇•50 ～ 11.0 器

1 0.3〇〜11.00

1 0.50 ～ 11.0 0

i 0.5 0—11.0 0

1 05 0—11.0 0

9.50 — 1 〇^ 〇時

1 0.0 〇〜1 0.5 〇

2QG~ 9.50

1 Q0〇〜I 0.30

1 0.0 〇〜1 0.50

86〜96分

86 〜96

56— 60

56 〜60

56〜60

116〜12 0分

56～ 60

86 〜90

86 〜90

86 〜90

全件数(4,12 8件)

iて対する比率

1位1 0.5 〇〜11.0 0 9.6 9%

2 位 10,00 ～ 10.5 0 Z5 9 %

3 位1 5.。 〇〜1 53 0 7.1 5 %

4 位 9.3〇〜1 0.。 0 70 7%

1位 56 〜60 11.26 %

2 位 86〜90 1 05 2%

3 位 26〜30 6.78^

4 位 〇〜5 6.15%

災喪発生は1。時から11時までの時間帯に多く全件敌作対して17.3%を占め,休憩後 

Q経過時間では5 6-60分,86〜9。分の間に多い。

H災害程既別の状況

年齡附別の從告程底の状況は第3表のとおり。
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弟3安年豹麝別の災客琮变の状況

年齢陪別 死 亡 逾 ts 中尊傷 軽 揚 & 務

1 2 8 〜3 2 8 3 6 9 2 1 2 1 〇 8 1 〇

2 53-57 5 3 5 9 1 8 9 9 8 1 5

5 2 5 〜2 7 7 2 9 1 1 9 6 8 1 ! 〇

4 1 8～2 2 2 2 0 8 1 3 5 6 8 1 〇

5 5 8-4 2 3 2 2 5 1 3 1 5 a 7

全件欲(4.128)件效 3 7 2,1 64 1.2 6 8 5 9 5 6 4

に対する比率 比寧 0. 8 9% 5 2.4 2 3 0. 7 2 1 4.4 1 156

次に偏病名と災告程度の関係を全件數についてみると瘩4表のとおり。

死亡災容では舟折が多く ,その中で頭の骨折が15件を占め,主な作菜は伐木造材が5円 

桀材機作業が3件である。

第4表傷病名別の災害程度の状況

傷 病 名 死 亡 重 編 中等傷 継 傷 a 傷

打揆 12 3 3% 7 3 5 2 2 9 4 1 3 4 !う

骨折 1 8.6 0 2 3 6 2 8 1I 〇 11 2

切削 1 Z 3 4 1 3 0 4 3 0 2 ! 〇 9 3

挫創 1 Z 〇 ! 1 3 6 1 2 3 1 1 〇 〇 1
以下 
9種類 2 7.7 2 5 5 1 9 5 5 1 2 4 1 4 5

仁)受災時の使用漫械荐具および加書物件

林業は作業内容が広範囲にわたっているため,使用する械機器其も多く受災時における敌 

は2 9 /点となっている。また加害物件も同様に5 0 0点の多くを数える。受災時田使用し 

ていた渊成器其および加害物件は第5我のとおり。

—28 6—

第5斐 受災昭の便用隰披器貝および加害拘件

1 位 2位 5 位 A 位 5位 6位 7位 以 下

使用 
『械・ 
2S H

品名 カ マ 本手 チェン、ノー ト ビ ナタ 刈払棣 タキ 290点

比率 9.64 % 8.86 8.1 7 Z5 5 244 5.8 5 5.25 _5 1.2 4

加害

物件

品名 丸 太 カマ ナ タ 作業姿第 她表 枝条 石 4 93点
___ ■

睥I 1 4.7 7^ 6.0 8 5.70 54 7 4.31 4.1 〇 5-82 5 5.7 5

休)発生経過の要因分析

災谷の発生がどのような経過で起っているかをみたのが第6表である。

発生終過の一次要因では,印体動作による・のが全体の5 7%を占め,次いで木材による 

のが2 0佑となっている。二次以ドの毀因でも,身体効作が半分以上を占めていろ。

第6表 発生経過の要因分析

径生経過 ! 次 2 次 3 次 4 次 5 次 6 次

身 体動作 1.526 1.656 245 55 1
5 6.9 6% 65.1 7% 5 6.3 8% 5 8.9 2% 5 5.5 5%

木 材
832 544 74 6 1

2 0.1 6% 1 5.7 1 % 1 Z1 6% 1 0.72% 5 5.5 3%

機 械・器具 352 
8.0 4%

1 46
5.82%

50
6.9 7%

4 
Z1 4%

樂 材・機関係 255
5.6 4%

155
5.5 〇%

21
48 7%

1
1.7 9%

飛 来 物 1 〇5
2.5 5%

7 
02 7%

2 
0.4 6%

そ の他湘具 78
1.8 9%

1 9 
0.7 6%

5
11 6%

そ の他器物 331
8.02%

46
1.8 5%

9 
2.。 9%

車 爾
2 1 9 1 06 39 1 2 1 1
5.3 〇% 4.2 5% 20 5% 2 1.4 5% 5 5.5 5% 1 〇 00%

そ の 他 4 72
11.4 4%

75 
2.91%

8
1.8 6%

■

叶 4,128 2.510 43 1 56 5 1
1 〇 0.0% ! 〇 0.0% | ! 〇 0.0% 1 〇 0.0% 1 〇 0.0% 1_〇_〇:〇%
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次に身体動作をさらに細かく分析したのが博7表である、却依む作の一次;加Jこ;UM"” 

系する場合がー借多く全件故に列して2 8.5”を占め,二次地母では帜倒・性咨か3 く ( 一 

次要因の中で4 4. 7%と約半分を占めている。足に関集するものとしてその内容•み5と, 

「足がすべり」が781件で全件浏こ対して18.9%,「足が引か力・り」が2 I 9件(5.3 

〇% )となっている。

第7表 身休動作の発生経避の要因分析

! 次 2 次 5 次 4 次 5 次

足
1,1 7 7
2 8.5 1 %

1 6 7
6.6 5%

5 6
8.3 5%

£ 1 6 4 3 11 7于 5.9 7% 1 2.3 9% 1.6 2%

力が余り 1 4 1
5.4 2%

1 9 
0.7 5%

5 3
5 8. 9 2 %

1
5 3.3 3%

株倒眼落
2 2 

0.5 3%
1.1 2 1
4 4. 6 6 %

2 0 0
4 6.4 1 %

身 体
1 7 

0.4 1 %
1 8 

0.7 2 %

展 0.0 2%

身体効作の全件 1.5 2 6 1.6 3 6 2 4 3 1
数に対する比率 5 6.9 6 % 6 5.1 7% 5 6. 3 8 % 5 8.9 2 % 3 5. 3 3 %

以上災罟発生の分析結果を述べてきたが,林業の災害は大部分が次のよ5な形で発生する 

ことが考えられる。

一次要因 二次要因傷病 受災部位

不整形な急斜地の足場の悪い所で,長くて策い丸太を取扱い,労働強度が比戦的高い作業 

が主である林業Kあっては,これらの条件をどのようK克版して災害を少なくするかが課題

打

足が引かか

W ・転落

器物・器貝ふU»柠

う切

足がすべリ

であろう。
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i 片访と农5ft竝間

災舌の完’ヨよ1〇時から11峙までの間,休憩後。パ翎時冏では5 6〜6 〇分の問に多いこ 

とを述べたが,これと関連して侵労と休您時間の関係についてふれてふる。

机集においてば中一攻か集団かにより,また作束の程須によって乾衡の實的内容が建なり我労 

の既泠もよってくる。さらに足缁の惡い翌质の作業は海体的な疲労と共に枪神的な緊扱が湘C 

独t•、ため,その而の共労も兒逃せない。このようなことから木葉においては,—^エ埸のよ5 

な成一的な休ろ時間の与え方でなく,作炙の稀傾に応じて0正な休愁時间の与え方が必耍であ 

ると考えられ,ぐ寨労:勃の余裕ネ葬定式か求められている。この貌定式;から厚出した余裕時問 

を1日の的務時間に分配し,礎労との関係をみた実聯例があるので述べてキる。

林・心6いては,中等労働に粮する苗烟の除草作爲で,余裕率算定式から求められた余裕時 

間は約5 °分である。この休葱峙間と午前•午後の各15分の定められた休憩畤間を值)15分 

間!日2回,(B)5分的1H 6回,(〇5。分間1日2回,(D)1〇分間1日6回 

と,それぞれ与えた蜴合の各作荣日K:対するフリブカー値による愛疗状況をみたのが第1凶で 

ある。(A、り規定の!5分間 1日2回のときのフリッカー値の低下市は1〇時から11時の間 

で急激に低Fし,また休憩後6 〇分・過ぎると低下が大ざいことがわかる。しかし,(D1O余裕率 

算建式から求的た余裕時閥を每時!〇分ずつ与えると低下率も少なく最も効果的であることが 

わかる。なお1過間における鯉臼の疲労の変化についても同じことが云える。

次に刈払機だよる地ごしらえ作業について実館調奁と余裕率算定式から求められた時間を, 

第2図の上5に配分して作業時問をきめて時間伊理を央海した1カ月間の例では,労惭址は波 

測時佃と4 8 〇分に換算した値との證は,哭螂査により時間浒理の方がその差も少なく ,毎 

日の作業が充実され,変化が少なくなっている。さらに余裕率は時間管通の方が少なく,8時 

間煥算で労働址は8 8カロリーとわずかの差であ"こ。作業・終了時;ておけるフリッカー値では 

時間育理の方の低下津が若干高かったが,1日の勤務時間終了後では反対に低くなっていた。 

作VUIの意見として「時間管理の方が一斉に全員が冰めて,刈払機の騒音から解放されるので, 

今虫での自由に休む方次よりは休んだ気持になれる」ということが大勢を占めていた。

栄験曾理の而から,「ビタミン剤の投与か疲労曜減E果がある」といわれているが,それ 

を実際に每日の食生活にヒ•タミン補給を考慮した献立を実行していた現腸(チェノソーによる 

伐木造林作樂の例)での自覚症状(®において.强化食組と非強化食組とではあきらかに差が 

忽められ,強化食組では精神的あるいは神経感覚的な面で評点が零と•なっていて,症状の固定 

化についてもその度合が小さくなっていた。
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第!図 休憩時間の長さおよび配分と逐時的疲労低下変
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S・上枷刎］について％例Sして菖る災害は砌のは匆崎のこと,雄沖的・ 

酔的な频の砲にょ.5面から應生も林られる点,各作血・"嶼内容を充分に 

岫し,邁疋な余湖跡を求め休.側别の与え方なども換时する必安歩あろ»

4•あとがせ

岫防止の3閔係者の間では防止対强ついて,安鎌脊,安全耕,朝作業星準の作 

"の万法が曲され実行され,年会公務災害の減物架かあらわれっつある。勿玲これらの 

施紅砌iEるか•労働明输な見地からの作業姿勢,作業峙問,休割細などの硏究をよ 

りーそ彈化し,故雑な映の作衆•形期5翔化し,作"標準化H立して,作薬爾を強 

あおし進めることが災害をなくする手段として必要なことの一面である。
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